
は
じ
め
に

右
大
臣
の
子
と
し
て
幕
末
に
誕
生
し
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
活
躍
し
た
政
治
家
西
園
寺
公
望
の
発
・
受
し
た
文
書
に
つ
い
て
は
、

立
命
館
大
学
図
書
館
や
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
な
ど
に
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
あ
る
他
は
、
各
所
に
散
在
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
全
貌
を
把
握
す
る
こ
と
の
困
難
さ
が
、
個
々
の
文
書
を
扱
う
際
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
し
か
し
立
命
館
大

学
に
よ
り
『
西
園
寺
公
望
伝
』
全
六
冊
が
刊
行
さ
れ
、
就
中
そ
の
別
巻
一
に
西
園
寺
文
書
が
網
羅
的
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今

後
の
西
園
寺
研
究
の
飛
躍
的
な
進
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
着
手
か
ら
刊
行
完
結
ま
で
十
余
年
を
費
や
し
た
と
い
う
悉
皆
的
調
査
が
多

大
な
困
難
を
伴
っ
た
で
あ
ろ
う
事
は
想
像
に
難
く
な
く
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
残
存
し
て
い
る
史
料
の
発
見
・
追
加
さ
れ
て

行
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
偶
々
弊
架
も
関
係
の
文
書
一
点
を
存
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
利
用
に
供
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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西
園
寺
公
望
筆
室
孝
次
郎
宛
書
簡
に
つ
い
て

松
　
田
　
和
　
晃

�
特
集
�
黎
明
期
日
墺
関
係
の
周
辺



一
、
書
簡
の
内
容

こ
の
西
園
寺
公
望
筆
室
孝
次
郎
宛
書
簡
の
体
裁
は
、
縦
一
七
・
五
㎝
、
横
三
九
・
三
㎝
の
楮
紙
に
墨
書
さ
れ
た
本
紙
に
続
き
、
宛
先

と
差
出
が
見
え
る
よ
う
に
切
り
開
い
た
封
筒
を
貼
り
込
ん
で
い
る
。
額
装
し
て
あ
っ
た
も
の
か
、
現
状
は
増
裏
が
露
出
し
た
状
態
で
、

全
体
の
大
き
さ
は
、
縦
二
六
・
三
㎝
、
横
五
八
・
一
㎝
で
あ
る
。
日
付
は
年
を
略
し
「
四
月
九
日
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
が
、
封
筒
の

日
附
印
か
ら
明
治
十
八
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
(１
）。

以
下
、
翻
字
を
示
し
（
句
読
点
は
筆
者
）、
写
真
版
を
後
掲
す
る
（
写
真
１
、
写
真
２
）。
誤
読
等
が
あ
れ
ば
ご
指
摘
い
た
だ
き
た
い
。

「
拝
啓
、
近
日
起
居
如
何
、
伏
惶
萬
福
。
小
生
義
、
来
十
九
日
横
濱
解
纜
、
澳
国
維
也
納
え
赴
任
い
た
し
候
。
右
ニ
付
て
は
、
又
ゝ

暫
時
不
明
拝
鳳
。
幸
ニ
御
多
祥
且
為
国
御
尽
力
希
望
仕
候
。
小
生
赴
任
後
御
披
至
被
下
候
欤
。
其
他
御
用
も
有
之
候
節
ハ
、
麴
町

区
下
六
番
町
五
十
二
番
地
に
て
大
宮
以
季
と
の
名
當
に
て
御
申
込
被
下
度
、
然
時
は
直
に
小
生
え
相
達
し
可
申
候
。
本
邦
珍
事
も

有
之
候
節
ハ
、
速
ニ
御
報
道
被
下
度
、
此
段
兼
て
願
置
候
。
情
緒
満
胸
間
も
毛
楮
の
尽
す
べ
き
に
非
す
、
只
ゝ
北
望
悵
然
す
る
而

巳
。
再
會
之
時
を
祝
し
閣�

�

筆
干
此
。
早
ゝ
不
一

四
月
九
日

西
園
寺
公
望
　
拝

室
君
　
侍
史

」

（
封
筒
）（
表
）「
越
後
国
中
頸
郡
高
田
本
誓
寺
町
　
室
孝
二�

�

郎
様
　
進
披
」

（
裏
）「
東
京
ゝ
橋
区
築
地
三
丁
目
十
六
番
地
　
西
園
寺
公
望
」
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〈
日
附
印
〉「
東
京
一
八
・
四
・
一
〇
・
チ
」「
高
田
一
八
・
四
・
一
三
・
イ
」

二
、
記
述
の
分
析

上
記
の
書
簡
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
越
後
の
室
孝
次
郎
を
宛
先
と
す
る
点
で
あ
る
(２
）。

室
と
西
園
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
明

治
初
年
頃
に
室
が
西
園
寺
へ
留
学
を
勧
め
、
自
身
も
同
行
す
る
こ
と
を
約
し
た
も
の
の
諸
般
の
事
情
か
ら
果
た
せ
な
か
っ
た
、
と
い
う

逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
根
拠
は
甚
だ
曖
昧
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
室
の
生
前
に
記
さ
れ
た
伝
記
(３
)な

ど
を
見
る
限
り

西
園
寺
と
の
逸
話
は
語
ら
れ
て
お
ら
ず
(４
）、

一
方
、
室
の
没
(５
)後

に
記
さ
れ
た
も
の
は
、
こ
の
留
学
勧
奨
譚
に
ふ
れ
る
傾
向
が
窺
え
る
(６
)

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
西
園
寺
の
伝
記
類
中
に
は
、
管
見
の
限
り
室
と
の
接
点
に
ふ
れ
た
例
を
確
認
で
き
な
い
が
、
明
治
三
年
十
二
月
の
フ

ラ
ン
ス
留
学
を
特
に
西
園
寺
自
ら
の
発
案
で
あ
る
と
記
し
た
も
の
が
あ
り
(７
）、

そ
こ
に
は
、
他
の
元
勲
等
の
死
去
や
失
脚
に
と
も
な
い

世
代
交
代
が
進
む
な
か
、
元
老
と
し
て
政
治
的
役
割
を
発
揮
し
て
い
っ
た
西
園
寺
に
つ
い
て
、
そ
の
豊
富
な
国
際
経
験
の
発
端
と
な
っ

た
フ
ラ
ン
ス
留
学
が
他
か
ら
の
指
図
や
示
唆
を
動
機
と
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
意
図
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
西
園
寺
は
戊
辰
戦
争
に
お
い
て
越
後
口
大
参
謀
な
ど
に
任
ぜ
ら
れ
(８
)た

際
、
室
の
弟
の
貞
蔵
（
方
強
）
が
し
ば
し
ば
行

動
を
共
に
し
て
お
り
(９
）、

ま
た
短
期
間
な
が
ら
新
潟
県
知
事
の
職
に
も
あ
っ
た
(10
)の

で
、
こ
う
し
た
間
に
、
高
田
の
富
商
の
家
に
生
ま

れ
北
越
戦
争
で
は
新
政
府
軍
側
の
草
莽
と
し
て
戦
い
負
傷
し
た
(11
)経

歴
を
持
つ
室
と
出
会
う
機
会
は
存
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
の
ち
室

が
西
園
寺
と
親
密
な
関
係
を
構
築
し
て
い
っ
た
か
否
か
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
ず
、
た
と
え
室
が
推
進
し
た
信
越
鉄
道
敷
設
運
動
の

な
か
で
接
触
対
象
の
範
囲
内
に
西
園
寺
が
い
た
と
し
て
も
、
西
園
寺
側
の
室
孝
次
郎
観
を
窺
う
に
足
る
史
料
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
(12
)。

し
か
し
西
園
寺
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
赴
任
の
た
め
横
浜
港
を
出
発
す
る
直
前
の
多
忙
な
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
室
宛
に
本
書
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簡
を
認
め
、
そ
の
中
で
「
本
邦
珍
事
も
有
之
候
節
ハ
、
速
ニ
御
報
道
被
下
度
、
此
段
兼
て
願
置
候
」(13
)と

し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
国
内
連
絡
先

の
子
爵
大
宮
以
季
の
住
所
ま
で
伝
え
て
い
る
こ
と
や
、
修
辞
と
は
い
え
「
只
ゝ
北
望
悵
然
す
る
而
巳
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
貞
蔵

の
没
(14
)後

十
年
以
上
を
経
て
も
な
お
、
室
と
の
浅
か
ら
ぬ
関
係
が
存
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
留
学
勧
奨
譚
の
真
偽
は
と

も
か
く
と
し
て
も
(15
）、

室
の
閲
歴
や
中
央
政
界
と
の
関
係
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
た
め
の
史
料
の
ひ
と
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
西
園
寺
の
横
浜
港
出
発
時
期
に
つ
い
て
は
若
干
の
史
料
的
齟
齬
が
み
ら
れ
る
。『
官
報
』
は
こ
れ
を
明
治
十
八
年
四
月
十
八
日

の
こ
と
と
し
(16
）、

ま
た
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
も
同
様
で
あ
る
(17
)が

、
本
文
書
は
十
九
日
と
し
て
い
る
。
出
発
前
の
書
簡
ゆ
え
実
際

に
は
予
定
が
動
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
同
年
七
月
二
十
七
日
付
の
松
平
信
正
宛
書
簡
に
も
「
四
月
十
九
日
横
浜
解
纜
」
と
あ
る
(18
)の

で
、
注
意
を
し
て
お
き
た
い
。

三
、
伝
来
に
つ
い
て

本
書
簡
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
宛
先
た
る
室
孝
次
郎
側
か
ら
出
た
で
あ
ろ
う
こ
と
以
外
は
不
明
で
あ
る
が
、
頸
城
に
は
古
典
籍
の
蒐

集
家
と
し
て
知
ら
れ
た
保
阪
潤
治
が
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
保
阪
の
所
蔵
に
帰
し
た
の
ち
、
他
の
多
く
の
収
蔵
品
同
様
、
凋
落
と
と
も

に
散
逸
し
た
(19
)も

の
か
も
知
れ
な
い
。
保
阪
家
の
蒐
集
は
、
第
九
代
当
主
の
潤
治
の
名
が
夙
に
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
父
貞
吉
の
代
か
ら

名
士
の
筆
跡
蒐
集
は
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
同
郷
の
前
島
密
が
貞
吉
の
年
来
の
求
め
に
応
じ
て
、
自
身
の
保
存
し
て
い
た
前
島
宛
大

久
保
利
通
書
簡
(20
)一

通
を
贈
っ
た
時
の
添
状
が
伝
わ
っ
て
い
る
(21
)の

で
、
地
縁
を
活
用
し
た
中
央
著
名
人
の
筆
跡
蒐
集
が
行
わ
れ
て
い

く
な
か
、
室
経
由
で
西
園
寺
の
書
簡
が
流
れ
た
可
能
性
(22
)も

考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
憶
測
の
域
を
出
な
い
。
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注（
1
）
以
下
の
本
稿
に
述
べ
る
ご
と
く
、
捺
印
の
日
付
と
書
簡
内
容
と
の
間
に
齟
齬
は
み
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
封
筒
は
当
該
書
簡
の
送
付
に
用
い
ら
れ
た
も

の
と
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
西
園
寺
と
室
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
は
、
立
命
館
大
学
西
園
寺
公
望
伝
編
纂
委
員
会
編
『
西
園
寺
公
望
伝
』（
一
九
九
七
年
一
〇
月
、
岩
波
書
店
）、

山
崎
有
恒
・
西
園
寺
公
望
関
係
文
書
研
究
会
編
著
『
西
園
寺
公
望
関
係
文
書
』（
二
〇
一
二
年
九
月
、
松
香
堂
書
店
）
に
よ
る
限
り
、
他
に
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。

（
3
）「
戦
前
の
思
想
状
況
の
も
と
で
は
、
地
域
か
ら
勤
王
活
動
家
が
出
た
こ
と
は
、
そ
の
地
域
に
と
っ
て
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
事
蹟
顕
彰
の
た
め
に

伝
記
・
遺
稿
の
類
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
。」（
真
水
淳
「
北
越
草
莽
隊
の
研
究
と
「「
勤
王
者
調
書
類
」」、『
新
潟
県
史
し
お
り
』
別
編
三
人
物
編
、
昭

和
六
二
年
三
月
、
県
史
編
さ
ん
室
）
と
い
う
時
代
に
あ
っ
て
は
、
室
も
例
外
で
な
く
、
そ
の
生
前
よ
り
複
数
の
伝
記
類
が
記
さ
れ
、
各
種
書
籍
に
収
載

さ
れ
た
。

（
4
）
木
戸
鉊
之
助
『
日
本
帝
国
国
会
議
員
正
伝
』（
明
治
二
三
年
八
月
、
田
中
太
右
衛
門
）
三
三
三
頁
、
篠
田
正
作
『
明
治
新
立
志
編
』（
明
治
二
四
年
四
月
、

競
争
屋
）
五
四
頁
、
狩
野
栄
次
郎
『
越
佐
名
誉
鑑
』
初
編
（
明
治
二
五
年
一
〇
月
、
越
佐
名
誉
会
仮
事
務
所
）
一
五
頁
、
吉
井
庵
千
暦
『
名
士
の
笑
譚
』

（
明
治
三
三
年
４
月
、
大
学
堂
）
一
五
〇
頁
、
山
崎
謙
『
衆
議
院
議
員
列
伝
』（
明
治
三
四
年
三
月
、
衆
議
院
議
員
列
伝
発
行
所
）
三
一
三
頁
、
岩
崎
勝

三
郎
『
立
身
資
料
　
人
物
と
長
所
』（
明
治
三
四
年
一
〇
月
、
大
学
館
）
一
三
頁
。
ま
た
「
資
料
の
性
質
か
ら
、
先
人
の
顕
彰
を
急
ぐ
あ
ま
り
そ
の
事
蹟

に
つ
い
て
故
意
の
潤
色
を
施
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
注
意
を
要
す
る
。」（『
新
潟
県
史
』
別
編
三
　
人
物
編
（
昭
和
六
二

年
三
月
、
新
潟
県
）
七
九
八
頁
）
と
い
わ
れ
る
新
潟
県
所
蔵
の
贈
位
関
係
文
書
「
勤
王
者
調
書
類
」
に
あ
っ
て
も
、
室
孝
次
郎
に
関
す
る
記
事
中
に
、

西
園
寺
へ
の
留
学
勧
奨
譚
は
見
ら
れ
な
い
（『
新
潟
県
史
』
別
編
三
、
六
〇
八
～
六
一
一
頁
）。

（
5
）
明
治
三
十
六
年
六
月
二
十
一
日
没
。

（
6
）
新
潟
県
高
田
市
教
育
会
『
高
田
市
史
』（
大
正
三
年
五
月
、
新
潟
県
高
田
市
教
育
会
）
六
一
〇
頁
、『
越
佐
維
新
志
士
事
略
』（
大
正
一
一
年
六
月
、
越
佐

徴
古
館
）
二
一
頁
。
さ
ら
に
大
正
十
三
年
に
皇
太
子
の
御
成
婚
に
際
し
て
贈
位
を
内
申
す
べ
く
新
潟
県
が
提
出
し
た
「
室
孝
次
郎
事
蹟
調
書
」
も
ま
た
、

「
欧
州
留
学
ヲ
西
園
寺
公
望
ニ
勧
メ
其
ノ
随
行
ヲ
約
ス
。
故
ア
リ
テ
果
セ
ス
（
句
点
は
筆
者
、
以
下
同
じ
）」
と
、
こ
の
留
学
勧
奨
譚
を
記
し
て
い
る

（
国
立
公
文
書
館
藏
『
皇
太
子
御
成
婚
贈
位
内
申
事
蹟
書
大
正
十
五
年
　
五
』
架
号
二
Ａ
／
四
〇
│
五
／
贈
位
九
七
）。
た
だ
し
、
こ
の
「
室
孝
次
郎

事
蹟
調
書
」
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
や
や
問
題
が
あ
る
。
毎
行
十
六
文
字
の
書
式
を
逸
脱
し
た
配
字
違
い
（
本
文
二
～
三
行
め
）、
誤
記
し
た
名
前
の
上
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書
き
修
正
（
同
四
八
行
め
）
の
ほ
か
、「
孝
次
郎
人
ト
為
リ
忠
誠
篤
厚
動
作
困
難

�

�

、
其
ノ
閲
歴
ヲ
聞
ク
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、
誰
カ
其
ノ
砲
烟
ヲ
冒
シ
生
死
ノ

間
ニ
出
入
セ
ル
ヲ
知
ラ
ン
」（
同
六
三
～
六
六
行
め
）
に
至
っ
て
は
、
お
そ
ら
く
碑
文
の
「
君
為
人
忠
誠
篤
厚
、
徳
望
罕
儔
。
動
作
閑
雅
、
苟
非
聞
其
閲

歴
、
不
能
知
嘗
冒
矢
石
出
入
死
生
。」
あ
る
い
は
『
高
田
市
史
』
の
「
孝
次
郎
人
と
為
り
忠
誠
篤
厚
、
徳
望
儔
罕
な
り
、
動
作
閑
雅

�

�

苟
も
其
の
閲
歴
を
聞

く
に
非
ざ
れ
ば
、
嘗
て
矢
石
を
冒
し
死
生
の
間
に
出
入
せ
し
人
た
る
を
知
る
能
は
ず
。」（
傍
点
筆
者
）
と
い
う
記
事
を
参
考
と
し
た
際
に
、「
閑
雅
」
を

「
困
難
」
と
読
み
間
違
え
る
な
ど
、
不
注
意
が
目
立
つ
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
の
内
申
は
「
没
後
僅
ニ
二
十
年
ニ
過
キ
サ
ル
」（「
室

孝
次
郎
事
蹟
調
書
」
付
箋
）
と
の
理
由
か
ら
、
贈
位
に
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
7
）
白
柳
秀
湖
『
西
園
寺
公
望
伝
』（
昭
和
四
年
六
月
、
日
本
評
論
社
）
に
は
、「
西
園
寺
公
自
身
の
談
話
に
よ
る
と
、
公
を
洋
行
さ
せ
た
の
は
木
戸
で
も
大

久
保
で
も
な
く
、
全
く
自
身
の
思
立
ち
で
、
夙
に
其
志
を
岩
倉
に
告
げ
て
内
諾
を
得
、
軍
事
補
導
の
大
村
益
次
郎
に
も
相
談
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。」

（
一
三
一
頁
）
と
あ
る
。

（
8
）
明
治
元
年
六
月
二
十
日
。
修
史
局
編
『
百
官
履
歴
』
下
巻
（
昭
和
三
年
二
月
、
日
本
史
籍
協
会
）、
太
政
官
編
『
復
古
記
』
第
一
三
冊
（
昭
和
五
年
六
月
、

内
外
書
籍
）、
立
命
館
大
学
『
西
園
寺
公
望
伝
』
第
一
巻
参
照
。

（
9
）
貞
蔵
は
、
若
松
城
攻
略
の
折
り
、
西
園
寺
の
砲
台
巡
視
に
随
行
し
て
い
た
（『
北
越
草
莽
維
新
史
』
五
一
五
頁
）。
孝
次
郎
・
貞
蔵
兄
弟
に
対
し
て
は
、

明
治
二
年
三
月
二
十
七
日
に
他
の
三
名
と
と
も
に
、「
昨
年
来
久
々
北
越
ヘ
出
張
大
義
ノ
事
ニ
候
」
と
し
て
、
若
干
の
慰
労
金
が
与
え
ら
れ
て
い
る

（『
太
上
類
典
』
第
一
編
二
二
二
巻
、
東
北
征
討
始
末
一
二
、
軍
功
賞
二
）。

（
10
）
明
治
元
年
十
月
二
十
八
日
。
た
だ
し
西
園
寺
は
翌
年
正
月
五
日
に
は
新
発
田
か
ら
東
京
に
向
か
い
、
府
知
事
の
辞
表
を
提
出
し
て
い
る
。
立
命
館
大
学

『
西
園
寺
公
望
伝
』
第
一
巻
参
照
。

（
11
）
田
中
惣
五
郎
『
北
越
草
莽
維
新
史
』（
昭
和
一
八
年
四
月
、
武
蔵
野
書
房
）
に
、「（
明
治
元
年
九
月
）
二
十
四
日
、（
中
略
）
前
日
黒
谷
親
兵
兜
村
に
戦

ひ
、
室
孝
次
郎
負
傷
し
此
地
に
あ
り
て
治
療
す
と
。
驚
き
尋
問
す
れ
ば
、
弾
丸
左
頬
よ
り
入
り
舌
頭
を
貫
き
、
共
に
語
る
べ
か
ら
ず
。
只
筆
談
す
る
の

み
と
。」
と
あ
る
（
五
二
五
頁
）。

（
12
）
な
お
新
潟
県
上
越
人
物
史
研
究
会
『
新
潟
県
人
物
百
年
史
』
続
頚
城
編
（
昭
和
四
三
年
一
二
月
、
東
京
法
令
出
版
）
一
二
六
頁
に
は
、「
明
治
十
五
年
西

園
寺
公
望
が
室
孝
次
郎
に
あ
て
た
手
紙
」
と
す
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
小
さ
く
不
鮮
明
な
画
像
か
ら
は
内
容
が
判
読
で
き
ず
、
翻
字
や

説
明
の
記
載
も
な
い
の
で
、
付
記
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

（
13
）
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
報
知
を
依
頼
す
る
文
言
は
、
松
平
信
正
宛
の
明
治
十
八
年
七
月
二
十
七
日
付
書
簡
に
も
み
ら
れ
、「
猶
又
珍
事
も
有
之
候
ハ
ゝ
御
詳
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報
被
下
度
候
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
立
命
館
大
学
『
西
園
寺
公
望
伝
』
別
巻
一
、
二
五
五
頁
）
が
、
松
平
信
正
が
西
園
寺
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
子
爵
で
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
室
と
の
関
係
は
異
例
と
も
言
え
よ
う
。

（
14
）
明
治
七
年
五
月
三
十
一
日
没
。

（
15
）
な
お
筆
者
は
、
こ
の
留
学
勧
奨
譚
の
流
布
に
は
、
室
の
没
後
の
明
治
三
十
八
年
十
一
月
に
墓
所
で
あ
る
善
導
寺
に
建
て
ら
れ
た
顕
彰
碑
（
現
在
は
高
田

城
跡
に
移
設
）
の
存
在
が
少
な
か
ら
ず
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
一
般
に
顕
彰
碑
の
碑
文
が
歴
史
的
記
述
の
枠
を
こ
え
て
麗
句
の

羅
列
に
な
り
が
ち
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
無
い
が
、
大
隈
重
信
銘
の
篆
額
、
矢
野
文
雄
の
撰
文
は
、
と
も
に
室
の
立
憲
改
進
党
員
と
し
て
の
活
動
や
鉄

道
敷
設
運
動
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
地
域
へ
の
尽
力
に
報
い
る
も
の
と
し
て
、
格
別
の
賛
辞
を
こ
め
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
こ
れ
ま

で
の
室
の
伝
記
類
を
集
大
成
し
た
か
の
よ
う
な
詳
細
な
も
の
で
、
遺
さ
れ
た
日
記
類
な
ど
も
参
照
し
た
こ
と
す
ら
窺
わ
せ
る
。
碑
文
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
（
文
字
は
通
用
の
字
体
に
改
め
、
句
読
点
は
筆
者
が
施
し
た
）。

「
正
二
位
勲
一
等
伯
爵
大
隈
重
信
篆
額

君
諱
方
義
、
字
子
成
、
通
称
孝
次
郎
、
号
桜
陰
。
越
後
高
田
人
也
。
考
諱
方
攵
、
通
称
市
郎
右
衛
門
。
妣
長
氏
。
以
天
保
十
年
九
月
十
四
日
生
。
幼

穎
悟
過
人
、
弱
冠
通
漢
書
及
国
典
。
家
世
業
商
、
豊
資
産
。
而
君
好
韜
略
、
習
剣
法
、
大
有
当
世
志
。
時
徳
川
氏
、
政
衰
天
下
騒
然
。
君
夙
志
勤
王
、

欲
大
有
所
為
。
慶
応
元
出
於
木
至
。
既
聞
曽
不
得
志
而
帰
。
二
年
四
月
至
京
都
、
往
来
縉
紳
之
間
、
有
栖
川
宮
亦
賜
謁
、
広
公
諸
藩
勤
王
士
。
三
年

四
月
又
至
京
都
、
変
姓
名
称
正
木
小
七
郎
。
先
是
君
与
同
志
者
謀
、
欲
結
于
米
沢
村
松
二
藩
、
挙
兵
襲
会
津
、
与
村
松
人
佐
佐
耕
庵
等
、
往
復
密
議
。

適
耕
庵
等
被
禁
錮
、
君
之
弟
貞
蔵
亦
被
捕
。
君
聞
変
、
急
帰
郷
。
明
治
元
年
七
月
、
会
津
征
討
大
将
軍
兵
部
卿
親
王
来
高
田
、
君
献
策
軍
監
黒
田
清

隆
・
吉
井
友
美
、
召
問
詳
対
合
宜
、
拝
北
陸
官
軍
御
用
掛
、
属
親
兵
隊
。
八
月
進
攻
松
木
砲
台
、
銃
丸
中
左
頬
、
幸
不
死
、
数
月
創
愈
。
二
年
三
月

至
京
都
、
軍
務
官
賜
金
賞
之
。
侯
爵
西
園
寺
公
望
素
聞
君
名
、
遇
之
甚
厚
。
君
勧
其
留
学
欧
州
、
約
随
行
有
故
不
果
。
三
年
一
月
高
田
藩
辟
為
聴
訟

掛
、
列
士
籍
。
庶
人
為
藩
吏
、
蓋
異
数
也
。
後
為
藩
校
助
教
授
、
又
為
地
券
取
調
幹
事
、
継
罷
、
乃
謀
立
高
田
病
院
。
是
為
新
潟
県
病
院
始
。
已
而

任
弥
彦
神
社
宮
司
兼
中
講
義
。
十
一
年
為
第
八
大
区
長
兼
高
田
中
学
校
長
。
九
月
今
上
巡
幸
北
陸
、
特
賜
謁
、
郷
党
以
為
栄
。
十
二
年
設
益
進
会
、

講
究
憲
法
及
議
事
法
、
開
演
説
会
。
此
為
県
下
演
説
会
始
。
四
月
拝
西
頸
城
郡
長
、
大
得
民
望
。
十
四
年
辞
職
、
謀
築
造
信
越
鉄
道
、
得
同
志
六
百

余
人
、
資
金
百
三
十
余
万
円
、
乃
請
官
許
。
時
政
府
以
有
自
設
之
意
、
不
許
。
君
不
論
公
私
以
速
成
為
主
、
請
官
促
之
。
其
工
事
先
東
海
鉄
道
者
、

実
君
之
力
也
。
先
是
、
君
与
同
志
者
、
設
頸
城
三
郡
自
由
党
、
為
其
幹
事
。
十
五
年
四
月
開
党
員
総
会
。
有
党
中
之
人
欲
投
於
板
垣
伯
之
自
由
党
者
。

君
反
其
議
、
率
同
志
者
之
大
半
而
相
離
。
時
大
隈
伯
設
改
進
党
、
其
綱
領
頗
合
君
意
、
因
更
置
上
越
改
進
党
、
与
東
京
改
進
党
声
気
相
応
。
而
余
与
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君
始
相
知
亦
在
此
時
。
党
中
目
君
為
北
陸
重
鎮
。
自
是
新
潟
県
改
進
自
由
両
党
対
立
。
二
十
三
年
我
国
始
撰
衆
議
院
議
員
、
両
党
競
争
甚
激
、
而
其

撰
票
之
数
則
君
為
第
一
。
爾
来
総
選
挙
四
次
、
常
以
最
多
票
当
選
焉
。
三
十
年
四
月
大
隈
伯
入
内
閣
、
党
中
領
袖
多
為
顕
官
。
君
亦
為
愛
媛
県
知
事
、

叙
正
五
位
尚
兼
議
員
。
及
大
隈
伯
退
、
君
亦
辞
職
。
三
十
一
年
八
月
第
六
次
之
総
選
挙
又
当
選
。
三
十
五
年
罷
議
員
為
憲
政
本
党
頸
城
支
部
長
。
三

十
六
年
五
月
十
五
日
俄
得
心
疾
、
六
月
二
十
一
日
遂
没
。
享
年
六
十
有
五
。
葬
於
高
田
善
導
寺
。
会
葬
者
数
千
人
、
其
盛
蓋
地
方
之
所
無
也
。
君
為

人
忠
誠
篤
厚
、
徳
望
罕
儔
。
動
作
閑
雅
、
苟
非
聞
其
閲
歴
、
不
能
知
嘗
冒
矢
石
出
入
死
生
。
而
左
頬
之
創
痕
則
為
銃
丸
之
所
致
也
。
壮
時
奔
走
国
事
、

不
顧
死
生
、
家
産
為
之
傾
、
而
志
気
益
壮
。
維
新
後
尽
力
公
益
、
至
老
不
衰
。
又
好
誘
掖
後
進
、
諄
諄
不
倦
。
器
宇
温
宏
、
党
争
紛
擾
之
際
、
其
度

不
変
。
且
厚
于
親
戚
故
旧
、
其
窮
乏
者
莫
不
蒙
矜
恤
。
時
作
詩
文
、
達
意
閑
適
、
不
存
稿
和
歌
、
入
室
可
咏
誦
者
多
。
娶
長
氏
有
三
男
一
女
、
長
十

一
郎
承
家
、
次
十
二
郎
出
嗣
宗
家
、
三
男
夭
矣
。
女
適
倉
石
氏
。
今
年
同
志
者
相
謀
、
欲
建
碑
。
余
与
君
相
識
常
服
其
徳
、
故
為
記
其
行
実
係
之
、

以
銘
曰
。勤

王
忘
家
　
昔
為
衆
先
　
志
存
済
世
　
至
老
益
堅

厥
身
逝
兮
　
厥
徳
永
伝
　
厥
友
多
兮
　
厥
功
不
湮

越
山
雄
峻
　
越
水
洪
淵
　
茲
勒
銘
辞
　
以
耀
九
泉

明
治
三
十
八
年
歳
次
乙
巳
十
一
月
　
矢
野
文
雄
撰
文
、
得
庵
市
河
三
鼎
書
　
時
年
七
十
有
二
　
真
野
叱
石
彫
刻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

越
後
高
田
の
元
衆
議
院
議
員
太
田
孫
次
右
衛
門
は
、
建
碑
に
先
立
つ
こ
と
二
ヶ
月
前
、
彫
刻
を
終
え
た
ば
か
り
の
碑
文
の
拓
本
を
法
帖
に
仕
立
て
て
、

揮
毫
し
た
市
河
得
庵
へ
送
っ
て
い
る
（
太
田
孫
次
右
衛
門
旧
蔵
『
室
孝
次
郎
之
碑
』
貼
付
の
八
月
三
十
一
日
付
市
河
得
庵
筆
太
田
孫
次
右
衛
門
宛
礼
状
。

写
真
３
）
が
、
十
一
月
の
建
碑
後
、
こ
う
し
た
拓
本
と
遺
影
が
建
碑
委
員
か
ら
同
志
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
た
ら
し
く
、
越
後
蒲
原
出
身
で
元
立
憲
改
進

党
衆
議
院
議
員
市
島
謙
吉
が
記
し
た
明
治
三
十
九
年
十
一
月
四
日
の
日
記
に
も
、「
故
室
次
郎

�
�

建
碑
委
員
よ
り
碑
の
墨
本
と
遺
影
を
送
り
来
る
。」
と
見

え
る
（
春
城
日
誌
研
究
会
「
翻
刻
『
春
城
日
誌
』
七
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
三
四
、
一
九
九
一
年
三
月
）。
こ
の
よ
う
に
、
碑
文
に
記
さ
れ

た
室
の
人
と
な
り
は
、
そ
れ
を
直
接
目
に
し
た
地
元
民
の
間
の
み
な
ら
ず
、
拓
本
に
よ
っ
て
広
く
流
布
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
、『
高
田
市
史
』
を
は

じ
め
と
す
る
、
以
降
に
作
成
さ
れ
た
室
の
閲
歴
記
事
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、
こ
の
碑
文
に
は
、「
侯
爵
西
園
寺
公
望
素
聞
君
名
、
遇
之

甚
厚
。
君
勧
其
留
学
欧
州
、
約
随
行
有
故
不
果
。」
と
し
て
、
明
治
三
四
年
発
行
の
『
衆
議
院
議
員
列
伝
』
に
は
み
ら
れ
な
い
留
学
勧
奨
譚
が
記
さ
れ

て
い
る
。

（
16
）
『官
報
』
明
治
一
八
年
四
月
二
〇
日
。
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（
17
）
『東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
一
八
年
四
月
一
九
日
。

（
18
）
注
（
13
）
参
照
。
な
お
大
木
喬
任
宛
の
明
治
十
八
年
四
月
十
日
付
書
簡
に
よ
れ
ば
、
同
月
十
七
日
夜
に
鹿
鳴
館
で
晩
餐
会
を
開
催
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

出
発
を
翌
日
に
控
え
て
の
催
し
で
あ
る
と
す
る
と
、
や
や
気
忙
し
い
感
が
し
な
く
も
な
い
。

（
19
）
反
町
茂
雄
『
天
理
図
書
館
の
善
本
稀
書
』（
昭
和
五
五
年
三
月
、
八
木
書
店
）
一
一
頁
、
新
潟
日
報
事
業
社
出
版
部
編
『
図
解
に
い
が
た
歴
史
散
歩
上

越
』（
一
九
八
四
年
一
二
月
、
新
潟
日
報
事
業
社
出
版
部
）
一
六
五
頁
、
反
町
『
一
古
書
肆
の
思
い
出
』
四
（
一
九
八
九
年
八
月
、
平
凡
社
）
五
一
一
頁
。

（
20
）（
明
治
九
年
）
十
二
月
六
日
付
。
な
お
こ
の
大
久
保
書
簡
に
つ
い
て
は
、
前
島
密
が
同
じ
く
上
越
出
身
の
吉
田
東
伍
と
の
談
話
の
な
か
で
紹
介
し
た
こ
と

が
あ
る
。
吉
田
東
伍
「
夢
平
閑
話
」（『
鴻
爪
痕
』
大
正
九
年
四
月
、
前
島
弥
）
所
収
、「
全
国
警
察
＝
憲
兵
の
設
置
」
参
照
。

（
21
）
弊
架
の
明
治
二
十
八
年
頃
と
思
わ
れ
る
前
島
密
筆
保
阪
貞
吉
宛
書
簡
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
句
読
点
は
筆
者
）。

「
御
約
束
ヲ
保
ち
、
故
大
久
保
公
之
書
柬
壱
通
進
呈
仕
候
、
同
公
ニ
ハ
特
殊
之
知
遇
ヲ
受
け
た
る
よ
り
、
機
密
ニ
渉
レ
ル
書
牘
等
、
其
薨
後
ニ
及
ヒ
テ

之
ヲ
聚
レ
ハ
、
其
數
弐
百
ニ
垂
ン
ト
シ
タ
ル
モ
、
追
々
友
人
等
ニ
懇
請
セ
ラ
レ
、
今
ハ
百
餘
通
ヲ
保
持
ス
ル
ノ
ミ
、
然
ル
モ
是
等
ハ
皆
、
數
通
ヲ
聯

テ
當
時
之
歴
史
上
參
照
と
な
る
へ
き
肝
要
之
も
の
ニ
し
て
、
分
離
す
へ
か
ら
す
、
單
獨
ニ
シ
テ
其
意
ヲ
完
ス
ル
書
柬
ハ
、
此
度
進
呈
ス
ル
も
の
ゝ
外
、

僅
ニ
數
通
ア
ル
ノ
ミ
、
此
書
柬
モ
全
国
警
察
云
々
と
謂
フ
如
キ
ハ
、
亦
歴
史
上
之
一
材
料
と
成
る
へ
き
も
の
な
れ
ハ
、
單
ニ
同
公
之
書
信
ノ
ミ
ト
御

覽
無
ク
シ
テ
、
御
愛
藏
相
成
度
冀
望
仕
候
、

右
者
早
速
頒
呈
可
仕
候
處
、
爾
後
繁
忙
な
る
よ
り
忘
却
致
し
居
り
、
今
日
之
日
曜
始
而
半
日
之
間
暇
ヲ
得
、
手
許
之
雜
事
取
方
付
之
序
ニ
思
出
候
次

第
ニ
付
、
延
引
セ
し
段
ハ
御
寛
恕
是
願
、

時
下
切
角
御
保
護
御
座
候
様
、
且
、
山
岸
俊
藏
氏
モ
早
ク
本
快
相
成
候
様
、
御
看
護
之
程
萬
祷
此
事
な
り
、
不
備
、

三
月
十
七
日

前
嶋
密

保
阪
貞
吉
様

」

（
22
）
保
阪
貞
吉
の
妻
サ
ク
は
、
直
江
津
の
廻
船
問
屋
の
娘
で
、
高
田
藩
主
榊
原
政
敬
の
側
室
と
な
っ
た
が
、
の
ち
室
孝
次
郎
の
養
女
を
経
て
貞
吉
に
嫁
い
で

い
る
の
で
、
室
と
保
阪
貞
吉
は
義
理
の
親
子
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
渡
辺
慶
一
「
保
阪
潤
治
翁
」（『
続
じ
ょ
う
え
つ
市
の
郷
土
史
散
歩
』
一
六

二
～
一
七
四
頁
。
一
九
八
一
年
九
月
、
北
越
出
版
）。
貞
吉
は
、
明
治
十
七
年
四
月
に
室
ら
が
総
代
と
な
っ
て
設
立
し
よ
う
と
し
た
信
越
鉄
道
会
社
に
つ

い
て
、
発
起
人
中
で
最
も
多
額
な
五
万
円
の
出
資
に
応
じ
て
お
り
（『
公
文
別
録
』
工
部
省
第
二
巻
所
載
、「
中
山
道
鉄
道
幹
線
ヨ
リ
越
後
新
潟
ニ
達
ス
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ル
線
路
官
設
並
ニ
人
民
私
設
出
願
ノ
節
伺
出
方
ノ
件
」）、
ま
た
『
新
潟
県
下
自
改
両
党
諸
名
士
取
組
一
覧
表
』（
明
治
二
七
年
三
月
、
高
原
実
信
）
に
は

改
進
党
の
政
治
家
と
し
て
室
を
関
脇
、
保
阪
を
年
寄
に
列
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
両
者
の
深
い
関
係
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
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